
　　　

チーム黒髪
令和４年６月１日

熊本市立黒髪小学校 校長 柴田 治穂

学校だより

６月は「いじめ根絶強化月間」
全校集会 校長講話から

６月は「いじめ根絶強化月間」という、いじめをなくすことに力を入れる月になっています。

なぜ、6月なのでしょう？ 学校になれてきて、気がゆるむ時期だから。友達に対して、遠慮しなくな

る時期から。雨が多く、外で遊べないストレスがたまるから。勉強が、だんだん難しくなるから。など

の理由があるからかもしれませんね。

みんなのめあての、「自分らしさを大切にして、自分を好きになる。」「自分と同じように他の人も大

切にする。」に関係すると思います。

「自分らしさを大切にして、自分を好きになる。」について、私の気持ちと考えを述べます。

家族、先生、友達は、皆さんのことを大切に思っています。学校を休んだり、遅刻したりしたら、心配

します。

朝から元気がない時も、心配します。皆さん、一人一人が、とても大切だからです。

自分らしさや、得意・不得意はみんな違いますが、みんな素晴らしい存在です。

自分らしさを大切にして、自分を好きになってください。

「自分と同じように、他の人も大切にする。」では

自分と同じように、他の人も、家族、先生、友達から、大切に思われています。他の人が、学校を休ん

だり、遅刻したりしたら、心配ですよね。他の人が、元気がない時は、心配ですよね。他の人も、みん

なとても大切ですよね。その人らしさや、得意・不得意はみんな違いますが、みんな素晴らしい存在

です。

自分と同じように、他の人も大切にしてください。

自分と同じように、他の人も大切だから、いじめはしない、許さない。ということになります。

自分と同じように、他の人も、家族、先生、友達から、大切に思われているのだから、いじめはしませ

ん。大切な人を、いじめてはならないのです。この世の中に、大切でない人は、

いません。
もし、他の人が、いじめられていたら、心配ですよね。そんな時は、いじめられている人の気持ちに

なって、寄り添い、そして誰かに知らせてください。いじめを見て、そのまま何もしないのは、いじめ

ているのと同じです。

            
            

                     

                     
    

                     
      

                      

            

    

     



　

令和４年６月１日

治穂

先ほども述べたように６月は「いじめ根絶強化

月間」という、いじめをなくすことに力を入れる

月になっています。いじめは、人として絶対に許

されないことです。どんな理由があっても、人を

いじめるということはしてはいけません。

世の中で一番大切なものは、皆さんの命です

が、いじめによってその大切な命が奪われた事

件も起きています。残念なことに熊本県内でも、

いじめが原因で自分の命を絶ってしまった人が

います。ですから、絶対にいじめは許されません。

身近にいる友達がどんな思いでいるかに目を

向けましょう。あだなや悪口を言われていやな思

いをしているのではないかなぁ、仲間に入れなく

てさびしい思いをしているのではないかなぁ、と

いうことです。困っている友達がいれば、一緒に

考えたり、先生や家族に相談したりして、友達を

助けられる人になってほしいです。

5月のアンケートでは、「自分らしさを大切にし

て、自分を好きになる」で、４（できている）が

252人、３（だいたいできている）は７９人でした。

「自分と同じように他の人も大切にする」では、４

が２７4人で、３が93人、という結果でした。

どちらも、自分を振り返り、よい評価を付けて

いる人が多いですね。いじめ根絶のためにみな

さんに考えてほしいことがあります。「自分と同

じように他の人も大切にする」とは、あなたに

とってどんなことですか？少し考えた後、自分の

考えをペアやグループで伝え合ってみてくださ

い。これで私の話を終わります。

授業や学校の様子

            
                        

                         

                    
                     

                   

                   

                        
    

            

5月27日 ６年生がプール

掃除を頑張りました。

よい姿勢で話を聞いています。

作文を５人の友達と読み合い、す

てきなところを伝え合っています。

ノートを電子黒板に映してもらい、自

分の考えを説明しています。

前の時間の板書を電

子黒板に映して振り

返り、今日の学習につ

なげています。

      

      

   

   

  

  

  

  

  

 

                                 

               

          

               

         

          

    


